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が産生されるにすぎず，従って食中毒材料から検出
緒言
されたプドウ球菌を食中毒原因菌と決定するには毒
近来，プドウ球菌lとより惹き起きれる食中毒が， 物産生菌株と，非産生菌株の聞に，その区別の目印
各種の食品K於て認められてきた。此の問題は，従 となる何等かの適当な因子を見出さねばならない。
来は乳製品及び肉類加工品を多食する欧米に於て多 乙の問題についでは，原因菌株の生化学的性状，例
く報告されていたのであるが，最近は吾が国花於て えば鈴木等の唱える M.(C.N.H.)法，或は Wil・
もこの種の食中毒の頻発することが知られている。 liams，R. E. 0.，Rippon，J. E;，Dowsett，L. 
即ち， 昭和 31年の食中毒統計lとよれば，細菌性食 M. (1953)の Phagetyping による分類，或は
中毒中の第一位はプドウ球菌によるものであるとい Segalove，M. (1947)のペニシリシ耐性による分
う。但し，乙の種の食中毒は，その鑑別が極めて因 類等，各種の方法が考案きれているが，未だ確定的
難である為f(，との統計上の数字は必ずしもプドウ な方法は見出されていなL'。ζ》花於て結局，ヱシ
球菌性食中毒のみをあらわすものとも云えないが， テロトキシ Yそのものを検出するより他fL，この間
しかし乍らこのように食中毒例に於いて，ブドウ球 題を解決する方法はないことになる。乙のエyテロ
菌の検出率が高くなって来ていることは極めて興味 トキシシを直接に検出する方法としては，先ず最初
ある ζとであると云わねばなるま L'o K考えられるのは化学的定性試験法であるが，乙の
弦に於て先ず問題となるのは，果してその中の何 点については該毒物が未だ純粋な状態で分離精製さ
割が真のプドウ球菌性食中毒であるか，というとと れていない現在ι於ては，その特異的定性試験法を
である。即ち，周知の如く，単にその原因食，或は 求めることは当然不可能なことである。よって著者
吐物等にプドウ球菌が検出されるのみにて，直ちに 等は ζのエシテロトキシシを沈降反応lとより血清学
エyテロトキシシ性食中毒と断定する ζとは出来な 的に検出せんと試み本研究を行った。
いからである。即ち，自然界に存在するプドウ球菌 エシテロトキシユノの血清学的問題については多く
株の中で，Cく一部の菌株に於てのみ，いわゆる の疑問が現在なお残されている。即ち， ζの毒物の
“エシテロトキシシ"と称せられる食中毒原因毒物 抗原性の有無が先ず、第ーに問題になるのであり， L 
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の点lとついても極めて暖昧な状態である。即ち， ゾ ~lt- ・パーフツL溶液を流し込み，菌集落の周辺K 
Minett，F. C. (1938)，Dolman; C. E.，W i1son， 黄色の変色を見る集落をマークする。更にとの上 K 
R.J.等(1938)によりエシテロトキシシは抗原性
を有するものとされているが，他方この毒物応対し
て抗原性を有しないと，みている研究者もある。特 
にとの毒物は，プドウ球菌によって産生されるもの
であるが故1[，該菌の産生する多くの他種の毒素の
共存が問題になり，相当程度純粋K精製された標品
であっても，なお，若干の多種の毒素を含有する可
台E性があるので，エシテロトキシン単独の抗原性Iと
ついて論議をなし結論を下すととは可成り困難であ 
る。 ζの毒物の抗原性K関する第二の問題は，かり 
lととの毒物l乙抗原性があるとしでも，その作用はど
の程度のものか，即ち，例えばこの毒物を沈降抗原
として免疫に使用せる場合IC::，そこ K産生される血
清は如何なる程度の力価をもつものか，また，その
抗原性は加熱，薬物添加，其の他の物理化学的処理
lとより如何なる変化を受けるものか，これらの点に
ついても現在なお全く不明の状態である。著者等は
ζれらの不明な諸点を解決せんと試み，該毒素の分
離精製の各段階に於ける精製物について抗原性の有
無を追求せる結果，他の毒素を含まない，比較的純
度の高いエシテロトキシシ拍出物が，著明な抗原性
を有する乙とを認めた。更にまた，乙の実験成績を
基礎として，広く自然、界においてエンテロトキシγ
中毒原因菌として確認された各菌株の免疫学的性状
を検討し，極めて興味ある成績を得たので，ままに報
告し，大方の御批判を乞わんとするものである。
第1章実験菌株
本実験Iζ使用せる菌株は諸種の食中毒原因食より
分離せられたものである。また，それらのエユ/テロ
トキシシ産生能は，各菌株の培養憶液の人体摂取試
験成績により確認せられた。なお，乙れらの各菌株
の採取材料は卵焼，サラダ，ハシベ:;/，ハム，ソ{
セ{ジの 5種であり，執れも東京都西南部lζ於ける
市販のものである。
第 1節分離採取法
上記各被験材料より 19ずつ試料をとり，之をあ
ちかじめ滅菌せる乳鉢中の生理的食塩水 10cc中に
投じ，同じく滅菌せる乳棒により充分に磨砕混和せ
しめ，その 1滴をプドウ球菌用選択培地 110培地上
k滴下し，コシラ{ヂ棒にて拡げ， 370C，48時間培
養を行う。次にこの培地上K生じた，黄金色の集落
より釣菌せる後，その平板寒天上l乙プ守ロー ム・クレ
飽和硫酸アシモシ溶液を加え，暫時放置すると培地
上一面の白濁を生ずるが，特定の集落の周辺K輪状
lζ透明帯の残存を認めることがあるから，その集落
をマーグする。以上の二つのマ{グが重った集落よ
り鈎菌された菌株をもって，一応エシテロトキシシ
産生の可能性あるプドウ球菌株と見倣す。最後K之
等の各菌株を検鏡し，明瞭lζグラム陽性のプドウ状
配列をなすものを選んで， Dolmanの半流動培地
lζ370C，48時間培養を行う。この培養瀦液を 1000C
30 分間加熱して人体摂取試験を行い，明瞭に日~吐， 
下痢等の一連の急性胃腸炎症状を呈する菌株をもつ
て本実験の使用に供した。
第2節形態学的性状
被験菌株は執れもグラム陽性の球菌であり定型的
プドウ状の配列をなすものである。なお，之等の菌 
体の大きさは概ね 0.5μ 前後のものである。普通寒
天平板上の集落は直径約 2--3mmの円形集落をな 
し，表面は滑かで光沢を有し周辺はほ ~IE円形であ
る。普通プイヨシ培養に於ては， 370C，270C共に執
れも良好な発育をなし，菌膜を形成しない。馬鈴薯
培地上に於ては著明な燈黄色の色素産生が認められ
る。
第 3節生化学的性状
本実験lζ使用せる各菌株は葡萄糖，乳糖，康糖及
びグリセリンを分解し，イシド{ノLを産生せず，硝
酸塩を還元する。また，燐酸アンモシを窒素源とし
て利用する能力を有しない。ラグムス午乳培地に於
ては最初lとカゼ、イシを顕固し，酸の産生が認められ
る。
緒言に於て述べた如く，エシテロトキシン産生株，
の生化学的性状については種々の1先人の業績がみら
れるので，一応それらの点について本実験に用いた
菌株の生物j生状を調べてみた。
第 1項マンニット分解能
上述の如く 110培地lζ於てプロ{ム・グレゾ{ノL・
ノミ{ブ。ノLの変色集落のみを選訳的に分離したもので
あるが故に之等の被験菌株は，すべ丈マy ニットを
分解するものと認められる。
第 2項プラズマ・コアグラーゼ試験
グエシ酸加人血疑の生理食塩水 10倍稀釈液 0.5cc 
中lζ各菌株の 370C，18時間プイヨン培養2滴を加
ぇ， 370C 1時開放置後フイプリンの析出を認めたも
のをもって血疑凝固作用陽性となすのであるが，本
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実験の使用菌株比於ては，すべて，何れも著明な血
繁華菜園作用を認めた。 
第 3項食塩抵抗
110培地は元来食塩を 7.5%の割に含むものであ
るが故lとこの培地上に於て増殖発育せる菌株は全部
食塩抵抗菌であると認められる。故lζ本実験の使用
菌株は完全lととの点lζ一致するものである。
なお， 7.5%の割lζ食塩を含むプイヨン中l乙各菌
株を接種し， 370C 24時間培養を行う場合にも，執
れも目盛な発育増殖が認められる。 
第 4項溶血作用 
人血液の脱線維素血液を用いた血液平板寒天上に
於て，上記被験菌株は共に著明な溶血作用を示す ζ
とが認められる。
第 5項ゼラチ y分解能
分離培地として使用せる 110培地がゼラチシを 3
%の割lと含むものであり，之氏対して菌培養後K飽
和の硫酸アジモシを流して透明帯を集落の周りに残
す菌株は，当然、ゼラチ yを分解するものと思われ
る。故に本実験の被験菌株はすべてゼ、ラチ Yを分解
するものと思われる。
なお， 30%ゼ、ラチ γ培地lζ之等の各菌株を穿刺接
種し， 370C 48時間培養後冷却すると擬固能を失う 
ζとが知られた。
第4節 Phagetyping 
即ち，第 1表iとみられる如く，之等の各菌株は， 42 
E，6/47，6/7/53，53/54，7/47，7/47，53/54，6/7/53 
の各パタ{ンを示す乙とが認められた。 
第 2章抗原抽出
著者等の研究室lと於て，藤原，杉山，清川等lとよ
り，各種のエシテロトキシシ精製法が発表されてい
るが，特に滝川等の分離精製法は最も純度の高いも
のが得られている。即ち，氏等の法は Bergdoll，
M.S.，Lavin，8.， Surgalla，M. J.& Dack，G. 
M.の colunimchromatography K電気泳動法を
併用してその目的を達している。しかしながら本実
験K於ては，エンテロトキシシの抗原性を出来るだ
け低下せしめずに諸操作を行うと云う留意の下に拍
出を試みたので，上述の諸方法に若干の変化を与え 
7こ。
第1節実験材料
前述の如く抗原性を安定せしむるという意図の下
に本実験に用いたエシテロトキシン抽出原液はすべ
て無加熱の培養液液である。また，乙の抗原抽出用
に用いられたエ yテロトキシシ産生菌株は従来より
著者等の研究室lζ於て使用せられて来た Micro-
coccus pyogenes v. aureus (浅草株〉である。ま 
た， ζの菌株の生物性状其の他については滝川の文
献にみられる如くである。この浅草株を 1%の割に 
Williams，R.E. 0.，Rippon，J. E.，Dowsett， 可溶性澱粉を加えた Dolman半流動培地に接種し， 
L.M.等の Phageを用いて本実験lζ使用せる各菌 
株の Phage親和性のパタ{シを追求し，そのスペ
クトルムを作成した。即ち，平板寒天上lと被験菌株
を一面に塗布し，その上K被験ファージ浮激液の適
当な稀釈液を 1滴ずつのせ， 370C 16時間培養を行
い，その結果明瞭な溶菌斑を形成するものをもって
感受性陽性とした。本実験lζ使用せる菌株は第E群
の PhageK対して感受性を示すことが知られた。
30%茨酸ガス混合空気中に於て， 370C48時間培養
を行い，全培養物をそスリシ布にて漉過し漏液をと
る。次に之を 4，000r. p. m. 30分間遠心分離を行
い，大部分の菌体及びその残澄を除去し，その上、清
を抗原抽出用原液とする。
なお，乙の実験操作及び培養方法は藤原，杉山，
岩田等により既に報告されているものと全く同一で
ある。
第 1表 エシテロトキシン産生菌株の生物学的性状 
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第2節抽出方法
第2表lζ示す如き方法により抽出を行った。即ち
先ず原液に硫酸安門を 64%の割Iζ添加すると大量 
の沈i肢を生ずるから，之を一夜放置後漉過を行いそ
の沈澱をi慮別採取する。 ζの沈澱を原液の約fd量の
蒸溜水K溶解せしめ，そこに生ずる不溶性の不純物
を遠心分離により沈澱物として除去し，その上清を 
流水中花てー夜透析を行う。次に内液をとり塩酸に
て， pH 3.31と修正し， 1時開放置後，遠心分離を行
い沈澱を採取する。なお，この場合の温度は OoC__
20Cの聞に調節する。この、沈i肢を生理食塩水中に溶
解せしめ，茨酸ソ{〆lζて pH6.31ζ修正し，之l乙 
グエシ酸燐酸塩緩衝液 (μ=0.02，pH = 6.3)を加
えHyfl.osupercelの吸着柱を通過せしめる。なお，
との場合の Colummchromatographyの装置は 
滝川等により考案されたものであり，特殊な冷却装
置をその周囲に有し吸着管の内温を常に 50C以下に
第 2表エユ/テロトキシン抽出法
(工〉原液 (2.5L) 
+(NH4)2S04 64% 
一夜放置
漏過
沈澱 i腕
+溜水 250cc 
遠心分離 4000r.p.m. 30' 
上清 沈澱 
|流水透析

内液

+HCl pH 3.3 (OOC____20C) 

1時間放置

遠心分離
 
(ll)沈澱(約 1g) 上清
0.85 NaCl (30 cc)溶解 透析
Na2C03中和 pH6.8----7.2 
+グエ γ酸燐酸塩緩衝液 凍結乾燥
(μ=0.02，pH 6.3) 85 cc 粉末(約 7.5g)Hyfl.osupercel 20 g吸着 
(OOC~50C) 
(TI)F 
Hy宜osupercel j慮液 
+グエy酸燐酸塩緩衝液
(μ=0.12，pH 7.8) 200 cc 
1時間溶出 
Buchner櫨過
源液l透析凍結乾燥
(:m)粉末(約 150mg) 
電気泳動，抽出

透析 

凍結乾燥

①粉末(約 20mg) 
保らうるものである。吸着終了後， Hy畳osupercel
を吸着塔より取出し，これl乙グエシ酸燐酸塩緩衝液
(μ== 0.12，pH =7.8)を加え充分に溶離せしめる。
プフナ{漏斗を用いて，吸着剤を瀦別後，溶離液を
セロブアシ嚢中に入れ，一夜透析を行い，その内液
を凍結乾燥する。次にこの粉末を用いて， zone-
electrophoresisを行い，エシテロトキシシを他の
各種の泳動分画と分離する。乙の場合の電気泳動を
行わせる支持体としては澱粉ペーストを用いる。即
ち，市販の局方馬鈴薯澱粉を蒸溜水化て数回洗糠せ 
るものを用い，乙れにペロナー l~塩酸塩緩衝液 (pH
= 8.0)をjtNの濃度lとなるように含ませ適当な回
さとなし，乙れをもって支持体のペーストとする。
なお，との実験に用いられた電気泳動槽の巾は 3
cm，高さ1.5cm，長さ 40cmである。原点の部分比
泳動試料約 150mgを挿入し，全体が一応安定せる
状態となるのをまって，両端のカ、、ーゼを通じて，両
電極槽中のペロナ-l~塩酸緩衝液より電流を通ず
る。また，乙の電極には白金板を用いた。電流は 8 
mA 200 Vの電圧で 20時間通電を行う。通電終了
後，泳動槽をとり出し試料挿入原点より陰極側 6
cmの部分を巾 1cmの分画で取り出し，これを生
理的食塩水 20ccIc:.より溶出せしめる。 2時間溶出
後，遠心沈澱法Iζより，澱粉粒子を除去し抽出液を
再び流水中にて一夜透析する。この最後の透析内液
を凍結乾燥すると白色の粉末を得る。
第 3章抽出物の毒性試験
前章に於て抽出された精製抗原の毒性をあらかじ
め人及び猿について検討した。即ち，従来 Dolman， 
C. E.等の所謂“仔猫試験法"が最も一般的なエシ
テロトキシ yの毒性試験法と考えられて来たのであ
るが，著者等の研究により，猫lζ対する有毒物質は
人に対するそれと全く相異る分画に属し，また，人 
K対する毒物と猿に対する毒物は共に共通せる分画 
l乙含まれることが知られたので，本実験に於ては仔
猫試験を用いず人及び猿による毒性試験を兼ね行っ
た。
第1節毒性試験法
人を用いて実験する場合には，あらかじめ 400C 
K温めた牛乳中氏上記の抽出物を所定の量を混入し
充分溶解せしめて， 2分以内K摂取せしめた。なお，
粉末試料の場合は，あらかじめ生理的食塩水中K溶
解せしめこれに牛乳を加え飲用せしめた。-被験者は 
20才前後の健康な男子を用い，其の体重も 50kg以
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上 60kg以下の者を選んだ。なお，之等の被験者は
以前K特記すべき病歴，家族歴を持たないものであ
る。 
猿lと対する毒性試験はネラトシカテーテノ].， No. 5 
を用いて試料の溶液を胃内K注入した。乙の場合も
粉末試料を用いる場合は生理的食塩水中にあらかじ
め溶解し，全量を原液の場合を除いて大体 10cc前
後とした。本実験に使用せる猿は体重約 3kg，5kg 
の2頭である。
以上の如き方法により，それぞれ人及び猿IL.，被
験試料を摂取せしめ，その後，約4時間観察し，そ
の聞に恒吐発作の著明な場合IL.，被験試料はエンテ
ロトキシ yを有するものと判定した。なお，猿に於
ては試料投与後 10分以内10匝吐を起すことがある
が，此の場合には，ェ yテロトキシシ陽性とも陰性
とも判定を行わぬことにしたo ~IJ ち，猿は実験操作
の刺激により，必ずしもエソテロトキシシがなくて
も他の試料を与えても往々反射的に円高吐を起すこと
があるからである。また，培養基の諸成分が試料の
中に多量に混在するときは，それらの異味異臭のた
めlζよるものか，直ちにH匝吐を起し実験の目的を達
し得ないことがしばしばある。故l乙猿の実験l乙於て
は，試料投与後 20分以上経過し，その後10匝吐下
痢等の症状を発するものをもって反応陽性とした。
第2節実験成績
抽出精製抗原の毒性試験成績は第3表及び第4表
にみられる如くである。即ち，人に於ては，分離精
製の終末分画である②分画l乙明瞭なエ yテロトキ
-:;，ryの存在が認められる。このことは，エンテロト
第 3表拍出物の人民対する毒性(浅草;株〉
種類|投与量|原液換算量|毒性
〈工) 50cc 50cc 十 
(ll) 20mg 50cc + 
(ll)F 
50 cc 
300mg 100 cc 
(ill) 20mg 330cc 十
① 3mg 350cc 十
第 4表抽出物の猿l乙対する毒性(浅草株〉
種類 投与量 原液換算量!毒性 
(1) 
(ll) 
(ill) 
① 
50cc 
200mg 
30mg 
6mg 
50 cc 
500cc 
500cc 
700cc 
+ 
十 
十 
十
キシンは 64%硫安Kて塩析され， pH 3.3 K於て他
の蛋白質類と共lζ 沈澱し， Hyflosupercel K対し
pH6.3で吸着され，電気泳動により pH8.0で原点
より陰極側に移行することを示すものである。 ζの
分画は猿に対しでも同様に強力な毒性を示し下痢唖
吐を催起せしめた。なお，このエシテロトキシシを
含む分画は特に猿lζ対して強力な作用をあらわし，
遂にその中の 1頭は毒性試験の結果死亡した。ま
た，との死亡せる猿の剖検所見は，定型的急性胃腸
炎の病変を呈し，試料投与後僅かに 7時聞にして死
亡せるにも拘らず胃腸全般にわたって著明な充血の
像を示し，なかんづく，大腸上部民於ては可成り多
量の出血が認められた。此の事は従来エ yテロトキ
シylr.よる死亡は，人に於ては殆んどないとされて
いるのであるが，此の事実を考慮、花入れるならば，
若しも極めて強力なエ yテロトキシシが原因食中lζ
産生されている如き場合には，極端な例としては死
亡する危険性も一応考えられる。
以上の実験成績より②分間はエンテロトキシ y
有毒分画なるととが証明された。
第4章沈降反応
上記の精製抗原を用いて家兎を免疫し，その血清
をとり，重層法Kより沈降反応を行った。また，②
分画については寒天内沈降反応 (Oudin法〉を行
い，沈降反応帯の数を追求しその純度を検討した。
第1節実験材料
本実験応用いた抗原は上述の分離精製操作中の 
1，l，②の各分画を使用した。なお，抗原性の加
熱による変化を検討するため，之等の抗原の抽出原
液をあらかじめ 1000C30分加熱せるものと，然ら
ざるもの，即ち，無加熱のものとの 2群についてそ
れぞれ実験を行った。
先ず之等の各種の抗原を用いて家兎を免疫した。
即ち， 1分画(原液〉は全量1.6ccを5国民分割し， 
(0.1 cc，0.2cc，0.3cc，0.5cc，0.5cc)それぞれ静脈
内接種を 1週間々隔で行い，最後の注射後 1週間後
に採血を行い血清を分離した。 E分画は総量 2.4mg 
(40cc相当〉を 5国民分割し (0.3mg，0.3 mg，0.6 
mg，0.6 mg，0.6 mg)，生理的食塩水中lと溶解せし
め， 1分画と同様に 1週間々隔にてそれぞれ静注を
行い，原液と同様に血清を採取した。②分画Iと於
ては， 1.82mg (原液 220cc相当量)を 5回応分割 
(0.14mg，0.28 mg，0.28 mg，0.56mg，0.56mg)， 
生理食塩水に溶解せしめそれぞれ静注し免疫血清を
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採取した。何れの場合も試料及び動物の組合せの如 第 5表沈降反応成績 
何Kより可成り毒性が強くあらわれ，免疫動物の死
亡するととも若干認められたが，各分画免疫動物中
の生残動物より上記の如く免疫血清を得た。
次lと沈降反応を行う場合に上層lζ加えられた抗原
分画は 1，II，1II，②の加熱物及び無加熱物である。
工は原液なるが故にそのま〉用い， II，1II，② l乙於
てはそれぞれ 0.5%の割に生理的食塩水中氏溶解せ
しめて使用した。 
第2節実験方法
最初に先ず重層法による普通の沈降反応を試み
た。即ち，沈降反応用小試験管に血清を約 0.3cc入
JSAfS IB--1S C S D I-SElSK 
十I無加|十 一+十 一+十
E グ+十 + +十 + 混合法+十(1+十)
+ 
+ 
1I 1 
十
十+十 + 
① F +十 一 +ト
I 加
+ 
+ 
+ +十+十 
II 1 十 ++ 
E グ 十 
① F + 
NaCl 
十
+ 
+ 
れその上に上述の被験試料を同じく約 0.3ccずつ重 SAfrom 1無加熱 S D from II加熱 
層し，接触面が明瞭に区切られているものを選ん S B 1 1加索i SE 1 ①無加熱 
で，室温放置後，約 15分， 30分， 1時間及び 5時間 
SC グ E無加熱 SK 1 無処置
後の観察を行い明瞭に沈降反応の認められるものを れに対しても唯一つの白濁帯を生成するに過ぎない
陽性とした。また，②分画は相当高い純度を有する ζとを知った。
ものであるが故にこの分画については，更に Oudin 依って②分画は免疫学的lζは一応単一な物質を
等のいわゆる寒天層中の抗原抗体反応を試みた。即 含むものと推定される。但し， ζの Oudinの反応
ち，粉末寒天を用いて 1%の寒天溶液をあらかじめ に於ては同ーの移動度を有する沈降反応帯は同ーの
作製し，乙れを 560Cの湯槽中K浸レ温度を調整し， 部位に白濁を生ずるが故K，その帯の数は必ずしも
他方 560CK加温した血清等量を加えよく混和する。 抗原の数そのものをあらわすものではなく，その抗
乙れを直ちに小試験管に分注し寒天層中K気泡が出 原の種類の最低数を示?ものなるが故K，本実験に
来ぬよう注意して，その上に抗原稀釈液を重層せし 於ても②分画は単一な抗原物質に限られるという
め， 37
0
Cの瞬卵器におさめ，約 16時間後に観察を 厳密な根拠は得られない。併し乍らこの②分画は
行い沈降反応帯の白濁を認める。この、沈降反応の白 可成り高い純度を有することを考えれば，一応エ y
濁帯の数を知ることにより，その中lζ含まれる抗原 テロトキシシの抗原性を推定し得たと云うことはい
の最低数を求めることが出来る。 えよう。
第3節実験成績
第5表lζみられる如き成績が得られた。即ち， 工 第5章 中毒原因菌株代謝産物の沈降反応
無加熱物により免疫された血清は 1，II，IIf，①の 第 1章K述べた実験菌株，即ち，人体K対し明ら
加熱物及び無加熱物すべてに対して沈降反応をあら かにエシテロトキシシ産生能を示すところの，市販
わすo 1加熱物Kより免疫された血清も同様托すべ の諸種食品より分離された 8株及び同様Iζ人に対し
ての分画K対しで沈降反応を惹き起す。 E無加熱物 て病原性を有するものとして国立衛生試験所K於て
も上述の二種の分画物と同様各抽出物応対する沈降 証明せられた 6株を用いて，その代謝産物について
素の存在をあらわす。これに対しE加熱物による血，沈降反応を行い特異的抗原性の有無を追求した。
清は何れの分画K対しても著明な抗原性を認めず， 第1節 実験材料
わずかに 1，IIの加熱物K対して弱い沈降反応を示 本実験に使用せる免疫血清は前章K於で沈降反応
すに過ぎない。②無加熱物の免疫により得られた血 を行い浅草株の諸拍出分画に対し明らかに沈降反応
清は， 1，II，1II，①の無加熱物全体に対して明瞭 を起すと認められたものを用いた。即ち，第2章K 
K沈降反応を起す。 於て既述せる如き方法によって，浅草株の培養穏液
以上の諸成績より②無加熱物はより免疫された より順次精製された最後の拍出物，即ち，電気泳動
血清はたしかに、沈降抗体を有する ζ とが認められ 法Kより一応他種の抗原性蛋白質を除去されたと思
る。次に②無加熱物により免疫された血清を用い われる精製分画を用いて免疫された家免の血清であ
て寒天内沈降反応を行う時は， 1，II，IT，②の何 る。また，沈降反応を行うに際し抗原として使用さ
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れた分画は，上述の被験菌株の培養鴻液より血清を
作製する場合と同様の手}I慣により精製され抽出分画 
E 及び②の二種である。なお，対照としてエシテ
ロトキシシ非産生菌株，即ち， 209P株. 81株，82 
株の培養漉液及び生理的食塩水を重層せしめた。
第2節実験方法
第4章の沈降反応に於て示したと全く向ーの方法 
iとより，各菌株のそれぞれの抽出分画について生理
的食塩水稀釈溶液を標準免疫血清の上に重層せしめ
室温にて 6時間観察を継続し，その結果，明瞭に沈
降反応帯の生成を認め得るものをもって陽性とし
た。なお，抽出分画②を用いた沈降反応に於ては， 
Oudin等の寒天内重層反応を試み，その白濁帯の
生ずる位置を標準菌株，浅草株の拍出分画①と比
較した。
第3節実験成績
第 6表l乙示す如くであり，培養漏液及び抽出分画 
li，① lζ於ては何れの菌株もエシテロトキシゾ産生
菌株比於てはすべて陽性の成績を認めた。なお， 
Oudin等の寒天内重層反応は之等の各菌株の②分
画は殆んど同一の部位lζ白濁沈降帯を生ずることを
知った。即ち，乙れ等の成績より 14株のエ yテロ
トキシユ/産生菌株の有毒抽出分画①は沈降反応に
於て全くその性状を同じくするものなることが認め
られる。 ζれに対し 209P株等の対照、群l乙於てはそ
れ等の②分画による沈降反応は全く認められない。
第6表 エンテロトキシシ産生菌株の血清学的性状
菌 株 i培養i慮液 抽出物li_1抽出物②
十十十+十+++十+十+十十十十十十十+十十T 1 
T 2 
Z 1 

H 1 

H 2 
F 1 
F 2 

C 1 

209 P 
81 

82 

標準血清: 浅草株②血清
以上の実験成績よりエシテロトキシ yそのもの或
はそれと常K随伴する物質は特異的抗原性を有する
ものなることが認められ，更にこの性質を利用して
自然界より一般に採取されたプドウ球菌に対し， ニ乙
yテロトキシシ産生能の鑑別を行い得る可能性が考
えられる。
第6章 総括並びに者察
プドウ球菌性食中毒の原因菌株を他の非病原性菌
株と鑑別するに際し，化学的方法が全く応用出来な
い事は今日一般に認められでいるとこ Jうである。更
に自然、界に存在するプドウ球菌の大部分がエシテロ
トキシンを産生せず，ごく一部の菌株のみが食中毒
の原因となることを考え合わせるとき， ζの問題は
極めて解決しにくいものであると考えられる。
ま立に於て，著者等は，エシテロトキシンの特異的
抗原性について追求し，併せて広く一般に食中毒原
因菌株と認められたプドウ球菌株の鑑別診断上の価
値を検討せる結果，次の如き成積を得た。 
1) 本実験lζ使用せる菌株は，執れも人体摂取試
験によりエンテロトキシシを産生することを確認せ
られたものであるが，マ Yニット分解，プラスマ・ F
コアグラーゼ， 7.5%食塩抵抗性，グラチシ分解能等
の諸性状lと於ては全部陽性であり， Phage typing 
k於ては W i1iams，R. E. 0.，Rippon，J. E.等
のいわゆる第E群K属することが認められた。なお 
ζれ等の中毒原因菌株は何れも Micrococcuspyo・ 
genes v. aureusであるが， ζれ等は全体のプドウ
球菌群の約 2.4%に過ぎないものなることが知られ
た。 
2) 硫安塩析， pH 3.3沈澱， Hyflosupercel， 
zone-electrophoresis !とより精製された有毒分画
をもって家兎を反復免疫する時は，そこに得られた
血清は明瞭な沈降素を有する乙とを知った。また， 
Cの沈降反応を寒天内重層法で行う時はた Y一つの
白濁帯を認めた。 ζのことは，一応，該有毒分画は
免疫学的に単一なものかも知れない ζとを意味し，
更にこれを進めて考えるならば，エシテロトキシ y
そのものによる沈降反応とも思われる。 
3) 自然界より食中毒原因株として分離された14
株のプドウ球菌について，その培養液より有毒分画
の抽出を行い，そのおのおのについて上記の標準血
清を用いて、沈降反応を試みると執れも著明な陽性の
成績を認めた。なお，エシテロトキシシ非産生株の
対照試験に於ては ζのような反応は認められない。 
4) 食中毒原因菌株の各菌株について，その最終
精製分画②と標準血清との聞は於いて寒天内重層
法による沈降反応を試みると，沈降反応の認められ
る白濁帯は，各菌株とも同ーの部位にあらわれるこ
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とが確認される。従ってこれ等の各菌株により産生
される抗原物質は，共通のものなることが推論され
る。但し，こ ':.1ζ於いて注意せねばならないこと
は，果してその抗原物質はエシテロトキシンそのも
のであるか或は随伴物質であるかの問題である。
従来の Dolman，C. E.，Wilson，R. J.，Sur-
galla，M. J.，Bergdoll，M. S. & Dack，G. M. 
の実験成績によれば沈降反応を起したもの〉上清は
毒性を有しないと報告されているが，エシテロトキ
シシが果して沈降抗体と共l乙沈降反応を起して，そ
の結果，その上清中よりエンテロトキシ Yが消失せ
るものか，或は沈降反応を起すのはエンテロトキシ
ン以外の随伴物質で，エシテロトキシシそのものは
沈降反応以外の他のメカニズムにより無毒化された
ものか，その聞の消息は明らかでわなL'。しかしな
がら以上の諸実験成績よりみて，この標準血清を用
いてこのエ yテロトキシン産生能を推定し得る可能
性は考えられる。
結論
著者はプドウ球菌性食中毒の鑑別診断κ際し，血
清学的方法の応用について，エンテロトキシシの種
々の抽出分画を用いて分析的に検討せる結果，該毒
物の検出法として一応可能性あることを知った。即 
ち，電気泳動法により最終的に精製された有毒分画 
は，寒天層内沈降反応により，ただ一つの沈降帯を 
示すことが認められたので，乙の精製毒の免疫によ 
り作成された標準血清に被検菌の培養液を重層せし 
め，エシテロトキシニ/産生能の追及が出来るものと 
思われる。 
(本論文の要旨は昭和 33年4月第 28回日本
衛生学会総会ならびに昭和33年 10月第 13回日
本公衆衛生学会総会lζ於て報告した。〉
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校
関の労を賜わりました思師谷川教授に衷心より
感謝の意を表し，併せて種々御指導をいただい
た藤原助教授に深謝します。なお，滝川博士，
番場博士の御援助を感謝します。
交 献 
1)厚生の指標， 5，10，138，1958. 

2)鈴木: 綜合医学， 7，33，1950. 

3) WilIiams，R. E. 0.，Rippon，J. E.，Dow-
sett，L. M.: Lancet，6759，510，1953. 

4) Segalove，M.: J. Infect. Dis.，81，228， 

1947. 

5) Minett，F. C.: J. Hyg.，38，623，1938. 

6) Dolman，C. E.，Wilson，R. J.: Canad. 

Publ.Health J.，29，35，1938. 

7) Davison，E.，Dack，G. M. & Cary，W. 

E.: J. Infect. Dis.，62，219，1938. 

8) SurgaIIa，M.J.，BergdoIl， M. S. & Dack， 
G. M.: J. Immunol.， 69，357，1952. 

9) SurgaIIa，M.J.，BergdoIl， M. S. & Dack， 
G. M.: J. Immunol.， 72，398，1954. 

10)藤原・杉山: 日細菌誌， 10，189，1955. 

11)滝川: 千葉医会誌， 33，753，1957. 

12) BergdoIl， M. S.，Lavin，B.，SurgaIIa，M. 

J.，Dack，G. M.: Science，116，633，1952. 

13)藤原・杉山・岩田: 日細菌誌， 11，315，1956. 

14)藤原・横瀬: 腐研報告， 11，25，1958. 

